
世

雨

禍で

 

荒

は、 

『 

雨

や

目

 

香

ンチ

クセ

ク

る真

や肉

花

てし

に並

サイ

さ

フホ

あり、

者の

欧

うこと

はダ

婚式

 

ク

の関

 

 

 
世俗の騒動を

雨上がり庭隅

でふさぎがちな

荒井由実『やさ

 ・・・ 

雨上がりの庭で

やさしさに包ま

目にうつる全て

香りの良い花を

チョウゲ）、夏の

イ）は「三大香

クチナシは、６

真白な一重や

肉厚で上品で

花は、開花当

まう。このよう

並ぶことは少な

イトを覗いてみ

さすが専門家

ワイトの花び

、こんなにきれ

のコメントがあ

欧米では人気

とでケープジ

ダンスパーティ

式のブーケに

クチナシは、常

関東以西の庭

    

をよそに、季節

に、真白い可

な気分を癒す

さしさに包ま

庭で くちなしの

まれたなら き

てのことは メ

を咲かす樹木

の梔子（クチナ

香木」と呼ば

６～７月の丁度

や八重の花を次

である。 

初は純白だ

うに花持ちが

ない。それで

みると、いくつ

家が育てた花に

びら、品があり

れいな花だっ

る。 

気があり、香り

ジャスミン（cap

ィーに誘う女

に使われたよう

常緑性の低木

庭によく植えら

「クチナ

   

節は着実に移

可憐なクチナ

すように甘く香

れたなら』（1

の香りの 

きっと 

メッセージ 』と

木の中でも、

ナシ）、秋の金

れている。 

度梅雨の時期

次々に咲かす

が翌日には黄

短いため、切

でも、インターネ

つか取り扱いが

には「豊潤な

控えめで気高

ったのかと驚

がジャスミン

pe jasmine）と

性へ贈る花と

うだ。 

木で、高さは１

られている。 

ナシ」 

   

移っていく。

ナシの花がコロ

香っていた。

974 年）の歌

とある。 

春の沈丁花

金木犀（キン

期に、目に留

す。花びらは

黄色味を帯び

切り花として花

ネットの花販

がある。 

な香り、肉厚の

高い雰囲気が

いた」との発

に似ていると

とも呼ばれ、以

として、また結

１～２ｍで日本

    

ロナ

歌に

（ジ

ンモ

留ま

はや

び

花屋

販売

のオ

が

注

とい

以前

結

本

甘

萼

しし

シロ

しい

八

秋に

ビー

る特

実

秘密

よく

ま

てお

表し

乾

われ

の定

のに

  廣瀬

白

１ 

甘い香りをも

（ガク）の部分

して、三杯酢

ロップ煮にして

いお茶になる

八重咲きのも

に赤味のある

ーボールに似

特徴的な形を

実が開裂しな

密を漏らさな

く分からない。

また、将棋盤

おり、打ち手

していると言

乾燥した実は

れた。今でも

定番「栗きん

にも使われて

瀬清一

白玉花（クチ

「花彙」17

つクチナシの

分を取り除いて

で食べるのが

てデザートと

る。 

ものは実がな

る黄色の実が

似た楕円形で

をしている。 

ないので「口無

い）」という和

。 

盤や碁盤の脚

は無言、他人

われる。 

は、飛鳥時代

お菓子の色着

とん」や「栗の

ている。 

事務局 

チナシ） 

65 年  

の花は、食用

て、花びらだ

がおすすめと

して、葉は焙

ならないが、一

ができる。 ５～

で、片方に萼

無し（口が無

和名が付いた

脚は、このクチ

人の口出しも

代から染料や着

着け、漬物や

の甘露煮」の

 

用としても楽し

だけをさっと湯

とある。また、花

焙煎すれば香

一重咲きのもの

～７稜があるラ

が刺のように

いから喋らな

たとの説がある

チナシの実を模

無用というこ

着色料として

や、おせち料

発色を良くす

しめる。

湯通

花は

香ば

のは

ラグ

に残

ない

るが

模っ

ことを

て使

料理

する

 



日

色（い

落ち

 

そ

われ

ク

平安

ま

は「巵

形が

中

花「七

香り

 

ク

Gard

（Dr

ja

する

フ

ガー

 

 

 

  

日本の伝統色

いわぬいろ）

ち着いた雰囲

そして生薬・漢

れ消炎・利尿剤

クチナシの名は

安時代の「新撰

また「梔子」の

巵、卮」はジョ

がこの器に似

中国では、百合

七香」のひと

よりも、染料や

クチナシの学名

denia は、最

. Alexander 

asminoides は

る。 

フレグランスや

ーデニアと呼ぶ

   支

(日

色（４６６色）の

」とも呼ばれ

囲気がある。 

漢方薬としては

剤などに用い

は、奈良時代

撰字鏡」に「久

表記は中国

ョッキ型の酒

ていることに

合、菊、水仙

つとされてい

や薬を中心に

名は Garden

初にこの花を

Garden  17

は、「ジャスミン

や香料関係者

ぶことが多い

支子色   

日本の伝統色

の中に「支子色

、やや赤味が

は「山梔子 (さ

いる。 

代の「日本書

久知奈志」と

にならったも

器を表し、ク

よるとある。 

仙などとともに

いるが、日本で

に利用されて

nia jasminoid

を記録した医

730-91）」にち

ンのような香り

者の間では、ク

い。 

 クチナシ

色) 

色」があり「不

がかった黄色

さんしし)」 とい

紀」に「支子

出てくる。 

もので、中国で

クチナシの実の

に、天下の名香

ではクチナシ

てきた。 

des である。

医者「ガーデン

ちなむ。 

りがする」を意

クチナシより

 

シの実 

不言

色で

い

」、

で

の

香

シは

ン

意味

ガ

混じ

lac

(cis

ンジ

ある

ック

ガ

の抽

どの

れで

ガ

Ch

He

「G

く発

昼

かに

でく

 

薄

今

い

る。

そ

に気

参考

1) 

2) 

3) 

4) 

5) 

２ 

ガーデニアの

じった滑らか

tone)に、特徴

s-3-Hexenol

ジフラワーが合

る。透明感の

クに感じられる

ガーデニアは

抽出が数多く

の理由でガー

である。 

ガーデニアを

anel (1925)」

rmès (2015)」

ardénia Anti

発売されてい

昼に目を惹く

に香りはじめ

くれる。 

薄月夜 花く

今朝咲きし く

いまだに、い

 

そんな時にも

気付ければ、

考文献 

中野進 「花

湯浅浩史 

2017 筑摩

湯浅浩史 

香料 232、

島田充房、小

の花は、チュベ

なクリーミーな

徴的なフルー

l、cis-3-Hex

合わさった優

ある柔らかな

る。 

はその優れた

く試みられて

ーデニアの精

をモチーフに

をはじめ、「J

」「Flora Eme

igua Giorgio 

る。 

くのではなく、

るクチナシの

くちなしの 匂

くちなしの又

ろいろな制約

も、植物は精一

元気もわい

花と日本人」 

「日本人なら

摩書房 

「植物ごよみ

60-61、 20

小野蘭山、大

ベローズ、コ

なジャスミン調

ーティグリーン

xenyl tiglate)

優しい甘いフロ

なトロピカルな

た香気のため

てきた。しかし、

精油は市場に

にした香水は、

Jour d’Herm

erald Garden

Armani  (2

、夕刻より蕾を

の香りは、人を

匂ひけり  正

又 白きこと  

約を強いられ

一杯健気に

てくる。 

 2000 花伝

ら知っておきた

」 2004 朝

006 日本香料

大路儀右衛門

国際

コナッツ、モモ

調(cis-Jaｓｍｉ

ンノート

)、スパイスとオ

ローラルの香

な甘さがエキゾ

に天然の花

、収率が低い

に出てくること

、「Gardenia 

mès Gardenia

nia Gucci(20

020)」と絶え

を開いてひそ

を優しく包み込

正岡子規 

星野立子

れ大変な状況

生きている。

伝社 

たい 四季の

日新聞社 

料協会 

門 「花彙」 

際香りと文化

モが

ｉｎｅ 

オレ

香りで

ゾチ

から

いな

はま

a 

19)」

間な

そや

込ん

況にあ

それ

植物」 

1765 

化の会 


